AI と 法規 制 に つい て 


数 年 前 、 生成 Al が 脚 発 を 浴び た 際 | に は 、 そ の 目新し さや 従来 に な い 機 能 か ら 、 
も っ ぱら 好奇 旋 や 有効 活用 に 関 快 が 集中 し て いま し た 。」CA-NET の セミ ナー で 
も 1 年 ほど 前 に 「 ChatGPT : 政府 と 企業 の 動向 と その 批判 」 取り上げ まし 
た 。 こ の 時 の セミ オー で は 、 ChatGPT( 当時 は まだ 生成 Al と いう 言葉 は 馴染 が 


年 示 り で 本 相 は ほ は 様 次 り し 、 生 成 Al は 、 様 々 な 偽 情報 や 誕 欺 の 手段 と し て 利用 さ 
れる と いう 負 の 側面 に 関 が 集まり 、 法 的 規制 へ の 関心 も 高まっ て いま す 。 EU 
で は 新た な Al 法 が 成立 し た ば か り で す 。 目 本 で も 法規 制 に 向け た 議論 が 進み つ 
つ あ り ま す 。 EU の Al 法 を めぐ っ て は 、 人 権 団体 な どか ら そ の 人 不 十 分 さ が 指 摘 
され て いま す 。 だ と えば 、 Al の 軍事 安全 保障 利用 へ の 歯止め の 日 さ 、 生 体 認証 
拉 術 | に よる 集団 監視 の 可能 性 、 移 民 へ の 監視 な ど 、 様 々 な 問題 が 指摘 され て い 
ます 。 EU の Al 法 は 、 産 業界 と 法 吾 行 機関 の ロ ピ ー イ ング に 影響 され て プラ イ 
バシ ー や 人 権 の 枠組 と し て は 不 十 分 な も の に な っ て し まっ た と も 批判 され て い 
ます 。 学 後日 本 に お ける 生成 Al の 法 整 備 に お いて も 、 同 様 の 危 恨 すべ き 方 向 へ 
の 制度 化 に 向い か ね ませ ん 。 

今回 の セミ ナー で は 、 EU の Al 法 に つい て の 問題 点 や 日 本 の 動向 を 紹介 し 、 い 


わ ゆ る 生成 Al と 呼ば れる 仕組 み が 、 私 た ちの 社会 関係 に どの よう な 問題 を 投げ 
か ける の か 、 と いう 観点 か ら 検 証し て み ま す 。 
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本 政府 の 動向 


デジタ ル 社 会 の 実現 に 向け た 重点 計画 


2024 年 6 月 21 目 韻 議 決定 

国会 に 報告 を 義務 つづけ ほら れ た も の 。 

テ ジ タ ル 庁 
nttDS://WWW.Qdigialid9JD7/DolieIeS/DrIOrity-DOlICy-DrOgraim/ 
計画 生体 の PDF 

本 計画 と 関連 法律 に 定め る 記載 事項 と の 対応 関係 

車 点 政 策 一 覧 と 関連 法律 と の 対応 関係 

※ 本 日 の セミ ナー で は Al に 注目 し て 紹介 する が 、 マ イナ ン バ ー/ カ ー ド へ の 言 
及 が 非常 に 多い 。 「 デ ジタル 共通 其 骨 構 築 の 強化 ・ 加 速 」 の 個人 向け 対策 で は 
ほぼ マイ ナン バー / カー ドー 色 の 取り 組み に な っ て いる 。 

社会 全体 が デジ タル 化し て いる な か で 、「 デ ジタル 社会 」 と いう ネー ミ 
ング が いか に も 政府 の レト ロ 感 が あふ れ て いて 笑え る 

アナ ログ の 価値 、 政 府 に 統合 され な い デ ジタル ・ オ ル タ ナ ティ ブ を 模索 
する ろ 。 と が 大 切 


日 本 政府 の 動向 


デジ タル 社会 の 実現 に 向け た 重点 計画 
デジ タル 社会 の 実現 に 向け た 重点 計画 の 概要 


チ タル 全 六 の の のだめ の に 二 び 油 衝 が つ 生 9 に 天 衝 すべ は 束 ま た ま の る も の 、 (デジ タル 社会 形成 基本 法 392② 等 ) 
時 デジ タル 社会 の 実現 の 司令 塔 で ある デジ タル 庁 の みな ら ず 各 府 省庁 の 取組 も 含め 工程 表 な ど ス ケ ジ ュ ー ル と あわ せ て 明らか に する も の 。 


我が国 が 目指 す ナ デ ジ タル 社会 「 デ ジタル の 活用 に より 、 一 人 ひと り の ニー ズ に 合っ た サー ビス を 選ぶ こと が で き 、 多 様 な 幸せ が 実現 で きる 社会 」 
? デジ タル 化 に よる 成長 戦略 2) 医療 ・ 教 育 ・ 了 ・ こ ども 等 の 準 公共 分 野 の デジ タル 化 3 ぅ デジ タル 化 に よる 地域 の 活性 化 


3 誰 一 人 取り 残さ れ な い デ ジタル 社会 5 デジ タル 人 材 の 育成 ・ 確 保 の DFFT の 推進 を 始 め と する 国際 戦略 


R 題 へ の 対応 の 方 向 


デジ タル 1 し を 通じ て 全 で # 応 すべ き 課 時 デジ タル 産 業 基 盤 の 強化 有 テ ジ タ ル を 洒 有 し た 央 に より 、 国 ・ 地方 テ ジ タ ル 共 通 慕 頻 の 整備 ・ 通 用 ia 
上 潜 少 玉 7* 党 働 力 不 呈 ヽ し に デジ タル 化 に 係る 産業 基 磐 を 整え る と と も に 、 デ ー タ 了 困 | ピナ 『 * 約 1.800 の 自治 体 が 個々 に シス テム を * する の で は な く 、 国 と 地方 が 協力 し 
則 計 みあ び 計 剖 2 生 パリ ソー スズ の 提 電 ) oo 衝 、A 時 代 に お ける 相 史 し い イン フラ 束 ・ 難 側 に つい ぃ て も な ゅ る 。 答 果 と し て 「 デ ジタル 化 』 が ! 当 た り 前 」 


て 共通 シス テム を 開発 し 、 そ れ を 幅広 い 自治 体 が 利用 する 仕組 み を 広げ て いく 。 
う デ ジタル め と する 産業 全体 の 競争 力 の 人 本 20 と な る 取組 の 強化 、 有志 国 と の 国際 連携 強化 
き 続 可能 性 へ の 條 成 デー 人 タ 連 携 に よる 持続 可能 性 の 強化 "デジ タル を 活用 し 、 我 が 国 の 様々 な 課題 を 具体 阿 に 解決 する 、 志 呈 約 更 科 で の 持 統 可能 性 に 関す る 課題 を デジ タル で 解決 する た め に は 国際 館 携 は 必 
/ ーー に Es ・ 有 事 や 大 規模 連 害 の 発生 も 者 慮 し 、 自 然 災 害 等 の 持 統 可能 性 へ の 田 威 と こと で 、 デ ジタル 化 の メリ ッ ト を 実感 で きる 分 野 を 着実 に 増 病 で あり 、 有 志 国 と の 間 で の 国際 連携 裕 化 する 視点 持 ピス na ジー 
「 デ ジタル 化 」 に 対す 不安 や た め ら い いう 重 点 課題 に 対応 する た め の 取 組 を 化 する 。 や し て いく <。 8 ーー ao 
良則 に 対応 する た め の 告 』 m 的 な 取 


デジ タル 共通 基盤 構築 の 強化 ・ 加 速 デジ タル 行 財政 改革 デー タ を を 活用 し た 課題 解決 と 競争 力 強 化 
・ デジ タル 共通 基盤 構築 「 デ ジタル 行 財政 改革 取り まとめ 2024」、「 国 ・ 地 方 デジ タル 共通 基盤 の 整備 ・ 運 用 * 信 捉 性 を 確保 し つつ デー タ を 共有 で きる 本 準 化 され た 仕組 
マイ ナン バー 制 ま 進 ナン バー カー ド の 普及 と 利 活用 の 推進 に 関す る 基本 方 針 」 に 基づく 取組 の 推進 み ( デ ー タ スペ ー ス ) の 構築 と DFFT の 推進 


= て 


人 人 。 信 姓 、 利 人 性 向上 導 の 国民 へ の 周 鍵 康 保 際 年 軍 転 免 放 証 在留 カー ド と の Ei 商 ウラ ノ ス ・ エ コシ ステ ム デ ー タ に 関す る 相互 運用 性 の 確保 や ルー ル 人 策定 
サン バー カー ド を 略し た 各務 の 直後 化 角 . 誠 恒 人 時 /. ン プル ガバ メン ト の 強化 シス テム の 最適 化 ) 国際 的 な デー タ 導 通 ・ 利 活用 に 係る 官民 協力 及び 関係 庁 失 の 強化 
に お ける マイ ナン バー カー ド を 活用 し た デジ タル 化 / 障 害 者 手 眉 と マイ ナン バー の 速 携 強 * 公共 部 門 に お ける 取組 ・ ト ラス ト 及 び デ ジタル 上 に お ける 属性 情報 の 集合 (デジ タ 
化 / 年 金 情報 と マイ ナン バ パー カー ド の 連携 強化 資格 情報 の デジ タル 化 ン 確定 申告 の 利便 「 国 ・ 地 方 デジ タル 共通 基盤 の 整備 - 運 用 に 関す る 基本 方 針 」 に 基づく 取組 の 実行 ル ・ ・ ア イデ ン テ ィ テ ィ ) 
金村 の デジ タル 人 寿人 名 生 参 の オン ライ ン 化 の 和 「 和 ガバ メン トク ラウ ド 芝 備 共通 機能 ・APILSaaS カ タロ グ 等 の 整備 地方 公共 団体 デジ タル 上 に お ける 属性 情報 の 集合 (デジ タル ・ ア イデ ン テ ィ テ ィ )/ 検 証 可 能 な 
民 カ ー ド 化 」 の 推進 公金 愛 取 口座 の 活用 推進 / ノ スマ ー ト フォ ン へ の 搭載 等 マイ ナン バー 情報 シス テム 硫 一 ・ 標 準 化 公 共 サ ービス メッ シュ (情報 連携 の 基 朋 ) デジ タル 証明 書 (VC) 分散 型 識別 子 (DID) 個人 ・ 法 人 の 属性 や 資格 情報 を 保 
カー ド の 利便 性 の 向上 / 様々 な 民間 ビジ ネス に お ける 利用 の 推進 / マ イナ ポー タル LAPI の 利 ・ 準 公共 部 門 等 に お ける 取組 存 し 提示 で きる 仕組 み 及び アプ リ (デジ タル ・ ア イデ ン テ ィ テ ィ ・ ウ ォ レ ッ ト ) 
や の 02 レジストリ ) 健康 ・ 医 療 ・ 介 護 分 野 (電子 カル テ の 禁 計 化 診 基 報 本 改定 DX- オ ン ラ イン 参 療 の 促進 ) ・ 防 災 DX 
公 的 イイ 本 さす イ rrrarr と イカ ピッ 登 偽 こども 分 野 (必要 な 情報 を 最 遠 に 尾 け る 仕組 み の 構築 "出生 下 の オン ライ ン 化 人 子 保健 分 防災 デジ ラッ = 6 ア 。 利 
全休 敵意 識 し た 事業 者 向け サー ビス に ける テ ジ タ ル 人 の 人 重り ずる へ の 人 季語 由 き り 下り デー タ 宮 の 要 人 一人 の 状況 に し た 大 の 7 天天 失 に 
事業 者 向け 行 下 サー ビス の 利用 者 体験 向上 に 向け た 環境 の 合 備 事業 者 向け 行政 サー ビス ンス オン ! に お けた ンス トッ プシ ステ ム の 全国 展開 ご 各 28 多 な る 推進 / 通信 ・ 放 送 ・ ン フ ララ 沈 デ ジタル 技術 
で 利用 する 共 骨 李 各 符 省庁 に お ける 事業 者 向け 行政 手続 ・ 福 区 中 請 等 の デジ タル 化 ) ジタル 人 名 有 場 に お ける CT 人 / 放 更 吾 クラ ブ DXO 失 信 / こ と も に 関す る 者 民 と 清 外 展 呈 マイ ナン バー カー ド 等 を 活用 し た 所 和 策 
ン こ 教育 分 野 ( 校 務 DX の 推進 プ オ ン ライ ン 教 育 * 民 間 人 材 活用 の 促進 プ デ ジタル 教材 の 活用 促進 セキ ユリ テイ 
ラシー)  / 教 育 デー タ の 効果 的 な 利 活用 の 推進 と それ に 必要 な 環境 備 ) SS 。 Ia 
ら モビ リティ 分 野 (モビ リティ ・ ロ ー ド マッ プ の 第 定 お よび 施策 の 推進 DX with Cybersecurity 総合 的 な 運用 * 監視 シス テム の 構築 運用 
6 デジ タル 庁 の 専門 家 チ ー ム 及び IPA こ よる 必要 な 検証 ・ 監 査 
イッ ee ii _ _・SaaS の 徹底 活用 SE GSOC の 機能 強化 常時 リス ク 診 ・ 対 処 (CRSAN シス テム /CYXROSS 
ae 。 なら 使う 』 へ と 転換 に 向け た 、 カ タロ グ サ イト を 利用 し た 新しい ソフ 最 先 端 技術 に お ける 取組 
制度 ・ 業 務 ・ シ ステ ム の 三位一体 で の 取組 トウ ェ ア 開 連 手 法 (ビジ コー の 放電 AI の イノ ベー ショ ン と AI に よる イノ ベー ショ ン の 加速 AI の 安全 ・ 安 心 の 確保 
政策 の 企画 ・ 立 案 段階 か ら 、 制 度 ・ 業 務 ・ シ ステ ム を 「 三 位 一 体 」 で 取組 を 推進 する こと デジ タル 化 に 係る 産業 全体 の モダ ン 化 Al 事業 者 ガイ ドラ イン / 国 際 的 な 連携 ・ 協 調 の 推進 
を デジ タル 政策 に お ける 大 前 捉 と し 、 シ ステ ム だ け で は な く 、 制 度 ・ 業 務 も 同時 に 改革 し デジ タル 化 に 係る ユー ザー、 ベ ンダ ー の 双方 を 含め た 産業 全体 の モダ ン 化 を 進め 、 3 


な を 含め た 坦 伏 め 、Web3.0 に 係る 相談 窓口 の 束 備 等 
て いく 。 毎年 、 重 点 分 野 を 定め て リソー ス を 集中 させ 、 デ ジタル 化 の メリ ッ ト を 実感 で き セキ ュ リ ティ や レジ リエ ンス の 向上 、 多 重 下 請 構造 か ら の 脱却 と 賃金 上 昇 、 デ ジ 。 
る 分 野 を 着実 に 培 や し て いく 。 の タル 人 材 の 背 成 、 産 業 全 体 の 生産 性 ・ 効 率 性 の 向上 を 目指 す 。 量子 コン ピュ ー 人 、 重 子 障 号 通信 等 の 研究 開発 や 実生 拠点 の 整備 


8 ント 地下 イン フラ の デジ タル ツイ ン 構 築 に よる イン フラ 管理 の DX の 実現 
第 2 推進 体 制 の 強化 3 つの 取組 の 強化 と 横断 的 機能 の 強化 関係 機関 と の 連携 強化 中 長期 的 な 方 向 性 の 検討 Beyond 5G (6G) の 推進 「 
第 3 重点 政策 一 9 第 4 工程 表 / 第 5 オン ライ ン 化 を 実施 する 行政 手続 の 一 覧 等 / 第 6 国 ・ 地 方 デジ タル 共通 基盤 の 整備 ・ 運 用 に 関す る 基本 方 針 


ht 0 digItal.00. Ss padge/fleld ref resSOurces/5ecac8cc-50f1- 
4168-D989-2bcaabffe8707/e9871904/20240621 policies priority_outline_01.pdf 


日 本 政府 の 動 条 


デジタ ル 社 会 の 実現 に 向け た 重点 計画 


危機 感 を 煽る レ 


「 生 成 Al 等 の 競争 環境 を 一 変 さ 得る 先端 技術 の 戦略 的 活用 が 諸 外 国 と 比較 
し て 進ん で お ら ず 、 産 業 全 体 の 競争 力 低下 に つなが っ て いる 。 加 えて 、 ク ラウ 
ドサ ービス を 含め て 、 生 成 Al な どの 破壊 的 イノ ベー ショ ン を 生み 出す ソ 
リュ ーション | に つい て も 、 海 外 か ら の 供給 へ の 依存 度 が 高く 、 国 内 の デジ タル 
訪 用 用 ラオ ォ ー ツ ーション (以下 TDD 」 ち の タラ 胡 ME 到 肖 Ez ルアン の リリ 
支 が 悪化 し 、 い わ ゆ る デジ タル 赤字 」 は 依然 と し て 拡大 傾向 に ある 。」 


Al の 徹底 活用 研 異 様 が 前 の め り 


「 デー タ 時 代 、 Al 時 代 に お ける ぶさ わし い イ ン フ ラ 束 偽 ・ 基 胡 整 偽 に つい て 
も 進め て いく 。 第 一 に 、 Al 等 の 最 先 端 技術 ・ デ ー タ の 徹底 し た 利用 で ある 。 
特に 、 Al は 競争 環境 を 一 変 さ せ 得 る 技術 で あり 、 国 家 全 体 で 利用 し 尽く すべ 
きこ と か ら 、 政 府 の デジ タル 化 に 係る あら ゆる 取組 に お いて 、 Al を 積極 的 に 
利用 し て いく 。 AI の 利用 に お いて は ガバ ナン ス が 重要 に な る た め 、 適 切な 
ルー ル 策 定 と 、 品 質 が 確保 され た 活用 し や すい デー タ 整 備 と を 、 バ ラン ス 良 く 
山 輸 で 進め て いく 。 遇 品 デジ タル 化 を 巡る あら ゆる 取組 に お いて 、 旧 民 を 問 
うに 整備 連携 する か が 重要 と な る た め 、 官 民 で 


わす 2 の 
天 誠 に 係る 取組 を 強化 する 。 | 


日 本 政府 の 動向 


デ テ ジ タ ル 社 会 の 実現 に 向け た 重点 計画 


2023 年 12 月 |! Al 時 代 の 官民 テー タ の 整備 ・ 連 携 に 向け た ア 
クシ ョ ロク ョ ンク 


a ) [ 土台 の 再 構築 ] 品質 が 確保 きれ た 活用 し や すい デー タ を 整備 し オー プン に 
する た め に 、 デ ー タ 標準 確保 の た め の 政 府 相 互 運用 性 フレ ー ム ワー ク 
-( GIF48 ) の 見 直し 及び 実装 強化 に 向け た 取組 、 公 的 基礎 情 三 タ ベ ー 
ス (ベー ス ・ レ ジス トリ ) の 整備 、 生 成 Al の 技術 進展 等 を 踏 
ン デ ー タタ 計 の 取組 弾 比 を 実 加 9 ②③) 


b )[ デー タ 共 有 の 強化 ] 整備 し た デー タ を 安 占 し て 活用 ・ 連 携 で きる ツー ル ・ 
時 辿 届 ラ の に 。 公共 ・ 準 公共 分 野 に お ける デー タ 連 携 の 推進 
産業 分 る デー タ 連 携 に 向け た 検討 、 国 境 ・ 産業 等 を また い だ デ ー 
な 失 や 條 護 8 上 を 促す 和み (回 了 テ ー タ ガ バ ナン ス ) の 形成 に 向け た 
官民 連携 を 実施 する 


朋 六 0m デ ー タ ベー ス ベース ョ レ 
ジス トリ ) の 整備 や デー タ 標 準 化 等 の 観点 か ら IPA 及び 独立 行政 法人 国立 
ES KMWI/o ラ ョ シン 
タル 社会 形成 明 等 の 一 部 改正 法 に より 、 業 務 追 加 を 行う と と も に 、 当 
玉 業 務 生 に つい て ジタル も 共 維 する こと と な っ た ) 、 デ ジタル 人 材 の 
育成 を 実施 する こ と と | 影 5 


| デジ タル 社会 の 形成 を 図る ため の 規制 改革 を 推進 する た め の | 


テ ジ タ ル 規 制 改革 推進 の 一 括 法案 に つい て | 2 会 形 成 本 法 短 の 部 を 改正 する 法律 


趣旨 
「 テ ジタル 原則 に 照ら し た 規制 の 一 括 見 直し プラ ン 」(※) を 踏ま え 、 と た 4) に 用 の た ぁ 
の 見 直し を 推進 する た め 、 ① テ ジタル 社会 形成 基本 法 、 ② テ ジタル 手続 法 、 ⑨ ア ナ ロ グ 規 を 定め る 個別 法 の 改正 を 行う 
(※) 「 デ ジタル 原則 に 照ら し た 規制 の 一 括 見 直し プラン 」(2022 年 6 月 デジ タル 臨時 行政 調査 会 決定 ) 

代表 的 な アナ ログ 規制 7 項目 の 見 直し (① 目 視 、 ② 定 期 検査 ・ 点 検 、③ 実 地 監査 、④ 常 駐 ・ 専 任 、⑮ 書 面 掲 示 、 ⑥ 対 面 講習 

フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 等 の 記録 媒体 を 用 いる 申請 ・ 届 出 等 の オン ライ ン 化 


と 、⑦ 往 訪 閲覧 ・ 縦 覧 ) 


デ 


改正 の ボイン ト 
I 将来 に わた っ て テ ジ タ ル 技 術 の 進展 等 を 踏ま えた 規制 の 見 直し が 自律 的 か つ 継 続 的 に 行わ れる こと を 担保 する た め 


見 直し の 基本 方 針 や 具体 的 な 施策 に つい て 定め る 。 
ー 括 見 直し プラ ン に 基づく アナ ログ 規制 の 見 直し を 実現 する た め 、 ① 書 面 掲示 規制 (※) 及び ② フ ロッ ピー デ ティ スク 等 の 


記録 媒体 に 係る 規制 に つい て 改正 を 行う 。 
(※) 7 項目 の 規制 の 大 部 分 は 、 政 省 令 改正 等 に より 、 法 改 正 を 要する こと な く 見 直し の 実現 が 可能 。 法 改正 を 行う ちの は 、 書面 掲示 規制 が 中 心 。 


テ ジ タ ル 技 術 の 進展 等 を 踏ま えた 上 自律 的 ・ 継 続 的 な 規制 の 見 直し の 推進 に 係る 改正 
テ ジ タ ル 規 制 改革 を 国 の 基本 方 針 と し て 法定 し 、 テ ジタル 法制 局 の プロ セス (。:) (テク ノロ ジー マッ プ の イメ ー ジ ) 
に 関連 する 規定 を 措置 ※ 1 新規 法令 等 の デジ タル 原則 適合 性 を 確認 する ブロ セス 彰人 伯 。 :| YE |: 時 
国 の 基本 方 針 と し て 、 デジ タル 技術 の 進展 等 を 踏ま えた デジ タル 技術 の 効果 的 な 活用 が iL | 
規制 に より 妨げ られ な いよ うに する た め 必 要 な 措置 が 講じ られ な けれ ば な ら な いこ と を 定め る ーー | 還 や 3 の 
LR | 還 5 プ wm 


と と も に 、 当該 見 直し を 重点 計画 の 記載 事項 に 位置 付け 。 
(本 改正 に より 、 規制 見 直し の 方 向 性 を 明確 に 定め 、 デ ジタル 法制 局 の ブロ セス 等 を 重点 計画 に 明記 ) 


デジタル 技 術 の 効果 的 な 活用 、 テ クノ ロジ ー マ ッ プ >) の 公表 ・ 活 用 に 関連 する enes | 詳 計 の eu 
規定 を 措置 ※ 2 テ ジ シタル 技術 と 電 制 の 見 直し 事項 の 対応 関係 を 示し た マッ ゥ プ 月 テー29 新 較 コ 3D モ テリ ッ ク 
・ 国 は 、 デ ジタル 技術 の 進展 等 を 踏ま え 、 デ ジタル 技術 を 効果 的 に 活用 する こと が で きる よう に | 
する た め 必 要 な 施策 を 講じ な けれ ば な ら な いこ と と する (地方 公共 団体 は 国 に 準じ た 努力 義務 ) 。 leE _ | 細 5 
・ 内 閣 総理 大 臣 (デジ タル 庁 ) は 、 規制 の 見 直し に 資す る 技術 に 関す る 情報 (テク ノロ ジー マッ プ 区 三間 較 還 
等 ) に つい て 公表 する こと と する と と も に 、 国 の 行政 機関 等 は 当該 情報 を 活用 する よう 努め おけ トモ 多 ク 
れ ば な ら な いこ と と する 。 2 


https://Www.digital.do.」p/assetS/contents/node/Dasic_page/field_ref_resources/2567D640-d579-488c-a512-57f151e70ed 
3f/aD3f07dc/20230307 laws_ law_digital-extraordinary-administrative_outline_01.pdf 


7! テ ジ タ ルツ イン 


記録 媒体 に よる 申請 等 の オン ライ ン 化 に 係る 改正 


フロ ッ ピ ー テ ディ スク 等 の 記録 媒体 に よる 行政 機関 へ の 申請 等 に つい て オン ラ 
イン に よる 申請 等 を 可能 と する た め 、 オン ライ ン 化 を 可能 と する 通則 法 で あ 
る テ ジ タ ル 手 続 法 の 適用 範囲 を 拡大 。 


【 現 行 】 【 改 正 後 】 
フロ ッ ピ ー デ ティス ク 等 の 記録 媒体 を 


提出 する こと と され て いる 手続 に は 
テ ジ タ ル 手 続 法 が 適用 され な い 


一 オン ライ ン で 行う こと が で きず 、 


テ ジ タ ル 手 続 法 の 適用 範囲 を 拡 
大 し 、 フ ロッ ピー ディ スク 等 の 記録 
媒体 に よる 手続 に つい て も オン ライ 


書面 掲示 規制 の 見 直し に 係る 改正 


特定 の 場所 に お いて 書面 で 掲示 され て いた も の に つい て 、 イン ター ネッ ト に よ 
る 閲覧 等 を 可能 と し 、 いつ で も どこ で も 、 必 要 な 情報 を 確認 で きる よう に す 
る こと で 、 利便 性 の 向上 を 図る 。 


【 現 行 】 【 改 正 後 】 
事業 所 等 で の 書面 の 掲示 イン ター ネッ ト 


利用 者 保護 や 利便 性 、 
デジ タル デバ イド へ の 配 大 
の 観点 か ちら 、 書面 に よる 


に よる 閲覧 を 可能 に 掲示 も 継 持 


和平 


フロ ッ ピ ー テ ィ ス ク 等 の 特定 の 記録 
媒体 の 使用 義務 


ン 可 能 に 
※ 対応 困難 な 一 部 の 境 細 事業 者 等 に つい て は 、 適用 隊 外 を 措置 
(工程 表 に お いて 、 将来 に 向け て デジ タル 化 の 取組 を 促し て いく こと を 明記 ) 


汰 英 助 徐 画 当 . 肝 薄 


フロ ッ ピ ー テ ィ ス ク 等 の 記録 媒体 の 提出 が 必要 バリ ソコ ン 、 スマ ー ト フォ ン 等 で 手続 が 可能 に 


の WAN の 2 [現行 


画 MM - ノ 
掲示 場 等 で の 書面 の 掲示 


【 改 正 後 】 
主務 省令 で 定め る 方 
法 【( イ ンタ ーネット に 
よる 公表 を 想定 ) 掲示 場 等 で の 書面 の 掲示 


ーー 還 還 [ に っ \ 又は 
書面 等 テ ジ タ ) マー 事務 所 に 設置 し た 


バ ソ コン 画面 で の 表示 
行政 機関 が 私 人 に 通知 等 を ど 
電磁 的 記録 媒体 電磁 的 記録 媒体 
(フロ ッ ビ ピー ディ スク 等 ) (フロ ッ ビ ピー ディ スク 等 ) 


行う に 当たり 、 その 者 の 所 在 が | 
現行 法令 上 オン ライ ン 不 可 


利用 者 の 利便 性 、 デジ タル 
デバ イド へ の 配慮 の 観点 か 
ら 、 現地 で の 掲示 も 継 持 


不明 で ある 場合 等 に 、 一 定期 
間 、 掲示 (公示 ) を する 制度 


※ 2022 年 常 会 で 民事 訴訟 法 の 公示 送 違 に つい て テ ジ タ ル 化 の た め の 改 正 が 行わ れ 
て お り 、 今回 の 法 守 は これ を 参考 に し た も の 


今後 の スケ ジュ ー ル 等 
施行 時 期 原則 と し て 公布 後 1 年 以内 (公示 送達 の デジ タル 化 は 、 民事 訴訟 法 の 公示 送達 制度 の 見 直し の 施行 時 期 を 踏ま え 、 公布 後 3 年 以内 ) 


https:/Www.digital.do.jp/assetS/contents/node/Dasic_page/field_ref_resources/2567D640-d579-488c-a512-57f151e70ed 
3f/aD3f07dc/20230307 laws_ Iaw_digital-extraordinary-administrative_outline_01.pdf 


の 動 困 


デ テ ジ タ ル 社 会 の 実現 に 向け た 重点 計画 


| Al の 安全 ・ 安心 の 確保 」 に 関し て は 、 イ イノベーション 推進 の た 
め に も ガー ドレ ー ル と な る AI 利用 の 安全 ・ 安心 を する た め 
の ルー ル が 必要 で ある 。 変化 に 刀 速 か つ 柔 軟 に 対応 。 


「 Al 事業 者 ガイ ドラ イン 」 に 虹 づ く 事 業者 等 の 自発 的 な 取組 
を 暴 本 と する 


・ Al セー フ テ ィ ・ イ ンス ティ テ ュ ー ト を 中 心 と し た Al 安全 性 
評価 手法 の 確 豆 等 、 今 後 、 人 規格 
や ガイ ドラ イン 等 の ソフ トロ ー と 法律 ・ 基準 等 の ハー ドロ ー に 
関す る 国際 的 な 動向 等 も 路 ま え 、 仙 講 の 在り 方 に つい て 検 記 


・ 政府 調達 に お いて 留意 すべ き リ スク や 求め られ る 品質 確保 に つ 
いて も 整理 する 。 


日 本 政府 の 動向 


デ テ ジ タ ル 社 会 の 実現 に 向け た 重点 計画 


1 放 計 に ラー イン 


nttDs://WwW.metil.90.」D/DreSS/ 
2024/04/20240419004/20240419004-1.pdf 


人 間 中 心 の AI 社会 原則 
「 時 本 更 念 JPI ビショ ント 「 社 会 が 
AI 社会 際 


会 原則 」 等 に て 構成 
間 発 利用 原 昌 」 を 
下 計 1 


AI ニニ イト ヽ 
開発 ガイ ドラ イン AT 事業 者 


ン AI シ ステ ム の 陳 発 に お いて 茹 意 する Al 開発 原則 及び 合 ・ | Be: が 
その 内 容 の 解説 を 取り まとめ | ガイ ドラ イン 


AI 利 活用 ガイ ドラ イン 


利 活用 ( こ て 敵 還 する に 5「A1 利 活用 原 瑞 」 
と その 解説 を 取り ま 1 
Ai 大 夷 際 の た め の 
ガバ ナン ス ・ ガ イド ライ ン 


| "AI の 視 会 実装 の 促進 に 必要 な 合間 り 天 民間 1 
。。 すべ < く 、 AI 事業 者 き 4 な 
へ 青 用 例 等 提示 の 


図 1. 本 ガイ ドラ イン の 位置 づけ 


日 本 政府 の 動 条 


デ テ ジ タ ル 社 会 の 実現 に 向け た 重点 計画 


Al 事業 者 ガイ ドラ イン 


読み 手 に 
| と っ て の 
分 か りや すさ 


対策 の 程度 を リス ク の 大 き さ 及 び 

苦 然 性 に 対応 させ る 「 リ スク ベー ス 
アブ ロー チ 」 に も と づい て 、 企業 に お け 
る 対策 の 方 向 性 を 記載 


国内 外 の 関連 する 諸 了 原則 の 動向 や 
内 容 と の 整合 性 を 確保 


Al 聞 発 者 』・「Al 提 供 者 」』・「AI 利 用 者 」 


ご と に 、 AI に 関わ る 考慮 すべ きり スク や 対 
応 方 針 を 確認 可能 


BN 
マル チ ス テー ク ホ ル ダ ー 
教育 ・ 研 究 機 関 、 一 般 消 募 者 を 言 お 市民 社会 、 民間 企業 等 で 橋 成 これ る マル チ ス テー ウホ ル ダ ー で 
検討 を 重ね る こと で 、 実効 性 ・ 正 当 性 を 重視 し た も の と し て 策定 


Living Document 
Al ガバ ナン ス の 継続 的 な 改善 に 向け 、 アジ ャ イル ・ ガ バナ ンス の 思想 を 参 考 に し な が ら 適 宜 、 更 新 


図 2. 本 ガイ ドラ イン の 基本 的 な 考え 方 
0 フラ イバシー の 0 
* 生 体 情 報 の 扱い な ど 焦 点 化 し て いる Al 技術 の 問題 へ 
の 言及 が な い 放 
* 国 際 ル ー ル に つい て も EU の DGPR へ の 言及 が な い 


本 引 還 仙 国人 2( ま Al の 安全 安 
瑞 な 活用 が 促進 され る よう 、 我 が 
国 に お ける Al ガバ ナン ス の 統 
ーー 的 な 指針 を 示す 。 こ れ に より 、 
様々 な 事業 活動 に お いて Al を 

活用 する 者 が 、 国 際 的 な 動向 及び 
ステ 一 ク ホ ル ダ ー の 上 態 念 を 踏ま 
えた Al の リス ク を 正しく 認識 

し 、 必 要 と な る 対策 を Al の ラ 

イフ サイ クル 全体 で 自主 的 に 実 
行 で きる よう に 後押し し 、 互 い に 
関係 者 と 連携 し な が ら 「 共 通 の 指 
針 」 と 各 主 体 に 重要 と な る 事項 及 
び 』Al ガ バナ ンス を 実践 する こ 
と を 通し て 、 イ ノ ベ ー シ ョ ン の 促 
進 と ライ フサ イク ル に わた る リス 
ク の 緩和 を 両立 する 枠組 み を 積 
極 的 に 共 創 し て いく こと を 目指 

回 


Al 事業 者 ガイ ドラ イン の な か で 、 私 た ち 一 般 の 市 民 は 「 Al 利用 者 」 と し て 、 こ の 事業 者 


ガイ ドラ イン に 含ま れる ? と 思わ れる 。 


日 本 政府 の 動 条 


テ ジ タ ル 社 会 の 実現 に 向け た 重点 計画 


1 放 計 に ラー ン 


「 生 成 Al ほし よ っ て 、 内 容 が 真実 ・ 公 平 で ある か の よう に 装っ た 情報 を 
誰 で も 作る こと が で きる よう | な り 、 Al が 生成 し た 偽 情 報 ・ 誤 情報 ・ 

偏向 情報 が 社会 を 不安 定 人 に に も て いる こと を 認 
説 し た 上 で 、 必 要 な 対策 を 講じ 

偽 情 報 ・ 誤 情報 へ の 対応 を 含 お 、 テラ ル 人 と おり 人 報 況 通 の 健全 
性 確保 の 在り 方 に つい で は 、 総 務 省 に て 、 制 度 面 も 含め 、 表 現 の 自由 を 
は じ め と する 様々 な 権利 利益 に 配慮 し た 総合 的 な 検討 が 行わ れ 、 2024 

年 夏 頃 に と り ま と め が 予 定 さ れ て いる 


Al セー フ テ ィ イン ス 


ディ た 県 の ウ 三 申 ン 
ウル ペペ ーー ニョ ノ 


https://aisi.go.jD 


際 連 携 


の 動 困 


デ テ ジ タ ル 社 会 の 実現 に 向け た 重点 計画 


テ ジ タ ル 庁 の 任務 
テ ジ タ ル 庁 に お いて 、 特 体制 を 強 公 し て 推進 すべ き は 、 
(① 市 


| 度 ・ 業 務 ・ シス テム の 三位一体 の 取組 に より 、 準 公共 分 野 を 
は じ め と する 様々 な 分 野 | ほ @ お いて 無駄 ・ 不 便 を 除去 し て 、 利 便 性 
を 向上 し 、 良 質 な 体験 を 作り 出し て いく こと 、 
②「 国 ・ 地 方 テ ジ タ ル 共 通 碁 衣 の 整備 ・ 運 用 に 関す る 暴 本 方 針 」 
2 * 地 坊 テ ジ タ ル 共 通 暴 骨 の 整備 ・ 運 用 し て いく こ 


ass 


ソ で ある 。 


これ ら を 進め る 上 で 、 広 報 、 人 事 と いつ っ た バッ クオ フィ 
ス 機 能 に 係る 休 制 加 備 も 必要 で ちろ 


な お マイ ナン バー/ カ ー ド に つい て の 記述 も か な り 多 い 。 


日 本 政府 の 動向 


AI 戦略 の 課題 と 対応 : Al 戦略 会 議 2024 年 5 月 
A+ 戦略 会 議 一 年 間 の 振り 返り (国内 の 主 な 取組 み ) 


AI に 関す る 暫定 的 な 論点 整理 (AT 戦略 会 議 、2023.5.26) 


【 個 人 情報 保護 】 【 政 府 に お ける 利用 】 
OpenAI に 対す る 注意 喚起 (個人 情報 保護 委員 会 、2023.6.1) 半生 (デジ タル 社 
生成 A1 サ ービス の 利用 に 関す る 注意 喚起 等 (個人 情報 保護 委員 会 、 2023.6.2) SS 5 


第 一 版 (2023.5.8) で 機密 性 1 情報 か ら 試験 的 に 利用 。 第 二 
= 版 (2023.9.15) で 機密 性 2 情報 に つい て も 試験 的 に 利用 。 

【AI と 知 的 財産 権 と の 関係 】 = 

文化 審議 会 著作 権 分 科 会 法制 度 小 委員 会 「AI と 著作 権 に 関す る 考え 方 に つい て 」 (文化 庁 、 教育 分 野 で の 利用 】 

2024.3.15) 初等 中 等 教育 段階 に お ける 生成 AT の 利用 に 関す る 暫定 的 な ガイ 


AI と 著作 権 の 考え 方 に つい て 整理 。 周知 ・ 啓 発 、 関 係 者 の 相互 理解 の 促進 等 。 | ドラ イン ver.1.0 (文科 省 、2023.7.4) 


Al 時 代 の 知 的 財産 検討 会 中 間 と り ま と め 案 ( 知 的 財産 戦略 推進 事務 局 、2024.4.22) 【 人 材 育成 】 
法 、 技 術 、 契約 に よる 取組 み (5 月 に 中 間 と り ま と め 予 定 ) 。 


デジ タル スキ ル 標 準 の 普及 、ITSS (IT スキ ル 標 準 ) レベ ル 3 相当 
【 偽 ・ 誤 情報 等 】 の 教育 訓練 を 認定 制度 の 対象 へ 


デジ タル 空間 に お ける 情報 流通 の 健全 性 確保 の 在り 方 に 関す る 検討 会 (総務 省 、2023.11 ご ) |【 公 的 機関 に よる デー タ の 整備 】 


【 雇 用 へ の 影響 】 NICT に よる 日 本 語 テ ー タ の 整備 


政府 デー タ の AI 学習 へ の 提供 アク ショ ンプ ラン .1.0 (内 閣 
雇用 政策 研究 会 中 間 整 理 「 新 た な テク ノロ ジー が 雇用 に 与え る 影響 に つい て 」 ( 厚 労 独 、 府 、2023.11.7) LT 


2023.12.21) ーー- ー ー ン に a 
政府 デー タ に 関す る ニー ズ 調査 、 デ ー タ 形式 変換 方 法 等 を 検討 
生産 性 向上 の 一 方 で 仕事 内 容 は 変化 。 労使 コミ ュ ニ ケー ショ ン 深化 、 キャ リア 形成 支援 な ど が 重要 。 に っ 
【 計 算 資源 の 整備 】 


(ーーー 
【 ガ イド ライ ン ・ 履 行 確保 等 】 AT 用 計算 資源 に つい て 、 産 総 古 ABCI の 拡充 や 民間 に お ける 整備 を 支援 
ガイ ドラ イン 等 履行 確保 ・AT 利 用 促進 に 関す る 調査 (内 閣府 、2023.11) ーー 一 
各 業 種 等 に お ける リス ク や 対応 等 を 整理 。 【 モ テル 開発 支援 】 ' 
AT セー フ テ ィ イン ステ ィ テ ュー ト 創 設 (内 閣府 等 、 2024.2.14) スタ ー ト アッ プ 等 に よる AI モデ ル の 開発 を 促進 させ る べく 支 援 を 行っ て いる と ころ 。 | 
海外 の 同種 の 機関 と も 連携 し 、 安全 性 確保 に 向け た 調査 研究 、 基 準 作成 等 に 取り 組 お 。 【 基 礎 研 究 】 
AI 事業 者 ガイ ドラ イン (第 1.0 版 ) (総務 省 ・ 経 産 省 、 Ar 戦略 会 議 報告 、2024.4.19) NII に お いて 、 生成 AI モデ ル の 透明 性 ・ 信 頼 性 の 確保 等 の 研究 開発 を 
(参考 ) 不正 競争 防止 法 「 秘 密 情 報 の 保護 ハン ドブ ッ ク 」 (2024.2) 生成 AI に 関し て 記載 開始 。 理研 に お いて 、 科学 研究 向け AI 盤 モデ ル の 開発 に 着手 する と 

と も に 、2024 年 4 月 、AI for Science の 日 米 連携 枠組 み を 創設 。 |3 


https://ww8.cao.90.jp/cstp/ai/aisi/2kai/shiryou1-1.pdf 


日 本 政府 の 動向 


Al 戦略 の 課題 と 対応 : Al 戦略 会 議 20245 月 
0penAT に 対す る 注意 喚起 (個人 情報 保護 委員 会 、2023.6.1) 


交 重 革 間 人 拓 仙 2200/22. 222 12 攻 作 覆 に 関 の る 万 に つい て 」 ( 


EE 全 2222820000 2 2228 放 2 己 2027.4.2 
1 ル 空 間 | ほお る 情報 流通 の 健全 性 確保 の 在り 方 に 関す る 検討 会 (総務 省 、202 


2 の 
52 2 会 お 旧 浅 | 新 だ お コク フロ ジニ が 雇用 に 与え る 影響 に つい て 」 ( 厚 


AI 戦略 チー ム (2024 年 6 月 )) 


店 潜入 A1 選 促進 j に 缶 信 だ 調 宜 (3 間 大 科学 技術 ・ イ ノ ベ ー シ ョ ン 推 進 
2023 年 4 月 


ChatGPT 等 の 生成 AI の 業務 利用 に 関す る 申 合せ (デジ タル 社会 推進 会 議 幹 事 会 ) 
初等 中 等 教育 段階 に お ける 生成 AI の 利用 に 関す る 暫定 的 な ガイ ドラ イン 

政府 デ ー タ の AT 学習 へ の 提供 アク ショ ンプ ラン ver.1.09 (内 閣府 、2023.11.7) 
21992 記 史 デ ー ク の 当 記 連携 に 向け た アク ショ ンプ ラン (デジ タル 庁 2023 年 12 


Miiil 


AI 事業 者 ガイ ドラ イン 29024 年 4 月 19 日 (総務 省 経 産 省 ) 


日 本 政府 の 動向 


まとめ と 癌 題 点 
「 デジ タル 社会 の 実現 に 向け た 重点 計画 」 は デジ タル 化 に 前 の 
め り で 、 そ の 間 題 点 へ の 民 軍 な 模 討 が な され て いな い 。 
重点 計画 の な か で の Al の 記述 は 多く な い が 、 実 際 の デジ タル 
02 の の 寺 発 や 堤 供 は 私 た ら 
か ら は 見 え づ らい 舞台 埋 に 隠さ れる 
重点 計画 、 Al 戦略 いずれ も 軍事 、 販 究 な どの 法 執行 機関 に よ 
る 利用 に つい て 言及 が な い ( あえ て 回 避 し て いる と 思わ れる ) 
本 題 に な る 


個人 デー タ が 詳細 に 収集 され る こと で 個人 の 動静 や 価値 観 、 路 好 な ど を 
把握 で きる 。 監視 の ター ゲッ ト 選 択 に 其 衣 と な る 。 


・ 生体 情報 な ど 生涯 不変 の デー タ が 政府 や 企業 に よっ て 収集 され る こと へ 
の リス ク の 問題 に 関心 が な い 

マイ ナン バー / カー ド へ の 関心 が 異常 に 大 きい な ど 、 政 権 の 政 

策 を 強引 に 進め る 危険 性 が ある 。 


EU の Al 法 を めぐ っ て 


EurOpeann Parliarment 2019-2024 
P9 TA(2024)0138 Artificial Intelligence Act 


(1) この 規則 の 自 的 は 、 欧州 連 合 ( EU ) の 価値 観 に 従い 、 特 に EU 域内 で 
の 人 工 知 衣 E シ ステ ム ( Al シス テム ) の 開発 、 市 場 授 入 、 運 用 、 利 用 に つい て 統 
ー 的 な 法 的 村 組 み を 定め る こと に より 、EU 域 に の ける 内 部 市 場 の 機能 を 改 
震 し 、 人 間 中 心 で 信頼 性 の 高い 人 工 知能 ( Al ) の 普及 を 促進 する と と も に 、 

欧州 連合 基本 権 章 典 (以下 「 章 典 」 と いう ) に 明記 され て いる 健康 安全 、 民 

主 主 義 、 法 の 支配 、 環 境 保 護 な どの 基本 的 権利 を 高い レベ ル で 保護 し 、 欧 州 連 
合 に お ける Al シス テム の 有害 な 影響 か ら 保 護 し 、 イ ノ ベ ー ション を 支援 する こ 
と 。 本 規則 は 、 Al に 基づく 商品 お よび サー ビス の 自由 な 移動 、 国 境 を 越え た 
移動 を 保証 し 、 本 規則 で 明示 的 に 認め られ な い 限 り 、 加 盟 国 が Al シス テム の 
開発 、 マ ー ケ ティ ング 、 利 用 に 制限 を 課す こと を 防ぐ 。 


(2) 本 規則 は 、 坪 凍 に 明記 され て いる 欧州 連合 の 価値 に 従っ て 適用 され る ベ べ 
き で あり 、 目 然 人 や 企業 、 民主 主 義 、 法 の 支配 、 環 境 保 護 の 保護 を 促進 し 、 イ 
ノ ベ ー シ ョ ン と 雇用 を 後押し し 、 信 頼 性 の 高い Al の 導入 に お ける 欧州 連合 の 
リー ダー と し て の 地位 を 確立 する 。 


EU の Al 法 を めぐ っ て 


国家 安全 保 隊 や 法 執 行 機関 な ど は 適用 除外 
「 本 規則 は 、 人 の ロー 
還 が 国家 安 生 仙 と 関し て 有する 権限 に 影響 


きれ る 合 、 お よび その 

か の 

本 規則 は 、 域 内 で 市 場 に 出さ きれ て お ら ず 、 サ ー 4 も 供 さ れ て いな い Al シス 
計 な 箇 @5 の ) ー) C 、 その 出力 が 域内 で 専ら 軍 加 負 は 国家 括 的 で 使 
され る も の に は れ ら と 生 共 
い 。 」 (1 条 3 頂 ) 


EU の Al 法 を めぐ っ て 


2 公共 の アク セス 可能 な 空間 に お ける 自 釣人 の 「 リ アル 
対 探 の だ ⑰(c 人 | ンス テム 人 利用 する こと は 、 信 口 の 大 


の 私 に を 与え 、 沿 に 監視 され 濾 を 
や その 他 の 碁 本 的 権利 の 行使 を 間接 的 に げ る 各 能 性 が ある と い ラ 上 
で 関 頒 者 の 権利 と 自由 | に 対し て 特に 侵襲 的 で ある 。 自然 人 の 遠隔 バイ オメ ト 
リク ス 識 別 を 目的 と し た Al シス テム の 技術 的 な 不正 確 さ は 、 偏 っ た 結果 を も た 
らし 、 人 っ 2 計 び の る 。 その よう 人 は 幼 っ と 秀征 別 的 9 和 の 
可能 性 は 、 特 | c 年 齢 、 民 族 、 人 種 、 性 別 、 障 害 に 関連 する 。 さ ら に 、 リ アル タ 
ウー の ラン は 影響 の 即時 性 、 お よび 
さら な る チェ ッ ク や 訂正 の た め の 限 られ た 機会 は 、 法 詩 行 活動 に よっ て 懸念 さ 


れる 人 の 権利 と 自由 に 対す る リス ヌ ク を 高め て いる 。 


(33) し た が っ て 、 法 執行 を 目的 と し た これ ら の シス テム の 使用 は 、 綱 羅 的 に 列 
きれ 、 か つ 手 定義 さ れ た 状況 に お いて 、 そ の 人 用 が 天外 的 存 公共 の 利益 を 


め | に : あ り 、 そ の 重 
祭 赴 され る べき で の る 。 そ の よう な 羽 況 と は 行方 不明 者 を 生む 特定 の 犯罪 彼 
の 捜索 人 の 本人 ま だ の 安全 に 対す る 特定 の 脅威 、 テ ロ * 
更 則 の 付 局 及 書 に 記載 され た 刑法 才 罪 の また は 容 攻 者 の 特定 また は 位 
置 催 認 で あり 、 これ ら の 測 法 罪 が 、 当 訪 加盟 国 の 法律 に 従い 、 当 恋 加盟 国 に 
お いて 少な く と も 4 年 の 拘 侍 刑 ま た は 拘 侍 命 著 に よっ て 処罰 され る 場合 で あ 
る 5。 」 


EU の Al 法 を めぐ っ て 


EU の Al 法 の 問題 点 
・ 国家 安全 保障 に 利用 きれ る Al に つい て は 適用 外 で あ 


・ 生 体 説 証 技術 に つい て は 、 そ の リス ク を 確認 し な が ら 
も 事実 上 Al で の 利用 を 容認 し て いる 。 

許し く は 、 ス ライ ド 3 枚 目 の 参考 資料 を 参照 し て くだ さ 

し 1。 


